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調査要項  
遺 跡 名  下屋敷 (しもやしき ) 遺跡  

遺 跡 番 号  平成 17 年度登録  

所 在 地  米沢市万世町桑山字下屋敷  

調査委託者  国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所  

調 査 原 因  東北中央自動車道（福島～米沢）新設事業  

調 査 面 積  3,000 ㎡  

現 地 調 査  平成 19 年９月 25 日～平成 19 年 11 月 30 日  

遺 跡 種 別  集落跡   

時 代  縄文時代・平安時代・中世・近世  

遺 構  河川跡・溝跡・井戸跡・土坑・ピット  

遺 物  縄文土器・石器・須恵器・土師器・青磁・古銭  

中世陶器・近世陶磁器・木製品  

調査担当者  調 査 課 長 長橋 至  

調 査 研 究 員 菅原 哲文  

調 査 研 究 員 武田 伸一  

調 査 員 山木 巧  

調 査 協 力  東日本高速道路株式会社東北支社山形工事事務所・

置賜教育事務所・米沢市教育委員会・米沢市コミュ

ニティセンター  

調 査の 概 要  
下 屋 敷 遺 跡 は 、 米 沢 市 万 世 町 字

下 屋 敷 に 所 在 し 、 平 成 1 7 年 度 に

県 教 育 委 員 会 に よ り 縄 文 時 代 ・ 中

世 の 遺 跡 と し て 登 録 さ れ ま し た 。

東 北 中 央 自 動 車 道 (福 島 ～ 米 沢 )新
築 事 業 に か か る た め 、 発 掘 調 査 を

実 施 す る こ と に な り ま し た 。 調 査

面 積 は 3 ,0 00 ㎡ で す 。 調 査 は 、 ９

月 25 日 か ら 開 始 し 、11 月 30 日 に

終 了 予 定 で す 。 発 掘 調 査 区 は 、 １

～ ３ 区 に 分 け 、 順 次 調 査 を 進 め て

い ま す 。 １ 区 に つ い て は 既 に 調 査

を 終 了 し て い ま す 。  
 今 後 、 発 掘 調 査 に よ っ て 得 ら れ

た 資 料 は 整 理 作 業 を 行 い 、平 成 20
年 度 以 降 に 報 告 書 と し て 刊 行 さ れ

る 予 定 で す 。  
 

 
 
 

検 出 され た 遺 構 と 遺 物  
下 屋 敷 遺 跡 で は 、 主 に 中 世 の 遺 構 が 発 見 さ

れ ま し た 。  
１ 区 で は 、 中 世 の 井 戸 跡 が ３ 基 、 溝 跡 、 建

物 跡 の 柱 穴 、 土 坑 が 確 認 さ れ ま し た 。 井 戸 跡

（ SE３・S E６・S E７ ）は 、平 面 形 が 方 形 で 、

一 辺 が 1.0～ 1 .5ｍ の 大 き さ で す 。 ど の 井 戸 跡

も 、 壁 面 に 板 材 を 縦 に 並 べ て 横 木 で 押 さ え 、

四 隅 に 杭 を 打 っ て 留 め て い ま し た 。 S E６ は 、

使 わ れ な く な っ て か ら 、 大 き な 石 を 入 れ て 埋

め 戻 し を し て い ま し た。 SE６ か ら は 、 曲 物
ま げ も の

の

柄 杓
ひ し ゃ く

が 、 S E７ か ら は 、 中 国 産 の 青 磁
せ い じ

碗 、 在 地

で 製 作 さ れ た と 考 え ら れ る 甕 の 破 片 が 出 土 し

ま し た 。  
 ２・３ 区 で は 、S G11・1 2 河 川 跡 が 検 出 さ れ

ま し た 。 幅 は 約 ６ ｍ と 規 模 は 大 き く あ り ま せ

ん 。S G11 河 川 跡 の 堆 積 層 か ら は 、奈 良・平 安

時 代 と 中 世 の 遺 物 が 出 土 し て い ま す 。 こ の 河

川 は 、 奈 良 ・ 平 安 時 代 以 前 か ら 流 れ て い た と

考 え ら れ ま す が 、 中 世 に な る と 河 川 の 堆 積 が

進 ん で 流 れ は 浅 く な っ て い た と 考 え ら れ ま す 。

河 川 跡 出 土 の 奈 良 ・ 平 安 時 代 の 遺 物 で は 、

須 恵 器
す え き

高 台 坏 ・ 甕 ・ 土 師 器
は じ き

坏 ・ 甕 が 出 土 し て

い ま す 。 中 世 の 遺 物 で は 、 陶 器 の 甕 な ど が 出

土 し て い ま す 。 木 製 品 で は 、 曲 物 の 底 板 が 認

め ら れ ま す 。 ま た 、 人 工 的 な 遺 物 で は あ り ま

せ ん が 、 ク ル ミ や ト チ の 実 が 多 く 出 土 し て い

ま す 。  
 

調査のま とめ  
 下 屋 敷 遺 跡 は 、 中 世 の 集 落 跡 で す 。 遺 物 の 時

期 か ら 、 鎌 倉 時 代 か ら 室 町 時 代 に か け て の も の

と 考 え ら れ ま す 。  
井 戸 跡 、 溝 跡 を 中 心 と し た 遺 構 が 確 認 さ れ ま

し た 。 ３ 基 の 井 戸 跡 は 枠 材 が 残 り 、 当 時 の 使 用

さ れ て い た 状 態 が 良 好 に 残 さ れ て い ま し た 。 建

物 跡 は 、 調 査 区 で 検 出 さ れ ま せ ん で し た が 、 北

側 に 建 て ら れ て い た 可 能 性 が あ り ま す 。  
陶 磁 器 や 木 製 品 を 中 心 と し た 遺 物 が 出 土 し ま

し た が 、 出 土 量 は 少 な く 、 短 期 間 に 営 ま れ た 規

模 の 小 さ な 集 落 で あ る こ と が 推 測 さ れ ま す 。  
 こ の ほ か 、 遺 構 は 検 出 さ れ ま せ ん で し た が 、

縄 文 時 代 や 、平 安 時 代 の 遺 物 も 出 土 し て い ま す 。 
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